
お問い合わせ・お申込み
二次元コードよりお申込み　総合研修センター（指定管理者：社会福祉法人川崎市社会福祉協議会）

〒210-0024
　川崎市川崎区日進町5-1 複合福祉センターふくふく2階
[アクセス] 　JR川崎駅より徒歩15分
[受付時間] 火曜〜土曜8：30〜17：00（祝祭日・年末年始を除く）
[電話番号] 044-223-6509
[ HP URL] https://www.kensyu-c.jp/

定員 対象者 ミニワークあり

刑務所等を出所した障害者・高齢者の特性を理

解し、司法と福祉の連携による地域での支援の

あり方や、地域共生社会の実現に向けた専門職

の役割について学びます。

４０名

※先着順のため締切日前に

募集を終了する場合があります

川崎市内在住または在勤の

福祉施設･事業所にお勤めの方

参加者同士で、日頃の支援に

ついて気軽に共有できるミニ

ワークを予定しています。

累犯障害者･高齢者への
重層的な地域支援

A39　福祉職員向けテーマ別研修

※入力フォーム送信後、すぐに受付完了メールが届か
　ない場合はアドレスの入力ミスの可能性があります。
　その場合は、再度初めからご入力ください。

※悪天候等の影響により、延期または中止させていただく
　場合がございます。詳細はホームページをご確認ください。

※締切2027年 1月19日(火)

①学問（社会福祉学）としての司法福祉学の樹立、②司法福祉学と刑事司法ソーシャルワーク①学問（社会福祉学）としての司法福祉学の樹立、②司法福祉学と刑事司法ソーシャルワーク

臨床との架橋、③犯罪行為からの離脱を支える地域づくり、という3つを柱とした研究をおこ臨床との架橋、③犯罪行為からの離脱を支える地域づくり、という3つを柱とした研究をおこ

なっている。近年は、主に、出所者の生活史を手がかりに犯罪からの社会復帰とは何かを問なっている。近年は、主に、出所者の生活史を手がかりに犯罪からの社会復帰とは何かを問

い、累犯者が犯罪行為を手離して生きることを支える仕組みについて社会福祉政策の観点からい、累犯者が犯罪行為を手離して生きることを支える仕組みについて社会福祉政策の観点から

検討するとともに、大阪・名古屋・東京を中心とした調査・研究を継続しつつ、出所者を支え検討するとともに、大阪・名古屋・東京を中心とした調査・研究を継続しつつ、出所者を支え

る地域づくりの実践、地域におけるコンフリクト・マネジメント、さらには高齢受刑者処遇のる地域づくりの実践、地域におけるコンフリクト・マネジメント、さらには高齢受刑者処遇の

日韓比較等にもとりくんでいる。同時に、地域生活定着促進事業や地域再犯防止推進計画の展日韓比較等にもとりくんでいる。同時に、地域生活定着促進事業や地域再犯防止推進計画の展

開にも注視しつつ、社会福祉学／ソーシャルワーク論の立場から刑事司法と福祉に関連する研開にも注視しつつ、社会福祉学／ソーシャルワーク論の立場から刑事司法と福祉に関連する研

究を進めている。究を進めている。

①学問（社会福祉学）としての司法福祉学の樹立、②司法福祉学と刑事司法ソーシャルワーク

臨床との架橋、③犯罪行為からの離脱を支える地域づくり、という3つを柱とした研究をおこ

なっている。近年は、主に、出所者の生活史を手がかりに犯罪からの社会復帰とは何かを問

い、累犯者が犯罪行為を手離して生きることを支える仕組みについて社会福祉政策の観点から

検討するとともに、大阪・名古屋・東京を中心とした調査・研究を継続しつつ、出所者を支え

る地域づくりの実践、地域におけるコンフリクト・マネジメント、さらには高齢受刑者処遇の

日韓比較等にもとりくんでいる。同時に、地域生活定着促進事業や地域再犯防止推進計画の展

開にも注視しつつ、社会福祉学／ソーシャルワーク論の立場から刑事司法と福祉に関連する研

究を進めている。

講師紹介講師紹介講師紹介 立教大学 コミュニティ福祉学部 准教授 掛川直之 氏立教大学 コミュニティ福祉学部 准教授 掛川直之 氏立教大学 コミュニティ福祉学部 准教授 掛川直之 氏

2027.２.２(火)13：30～16：30
＼ 受講料無料！ ／＼ 受講料無料！ ／＼ 受講料無料！ ／

https://www.kensyu-c.jp/


◆会場のご案内◆ 
 

総合研修センター 研修室
 

〒210-0024 川崎市川崎区日進町５−１
川崎市複合福祉センターふくふく ２階

 
TEL：044-223-6509／FAX：044-223-6598
MAIL：kensyu-theme@csw-kawasaki.or.jp

JR「川崎駅」より 徒歩１５分
JR・京急「八丁畷駅」より 徒歩８分

 


